
男鹿潟上南秋造形教育研究会

組織

主な事業

研究会の記録

会員数 24 名

会長　　　小玉　智　　　　（美里小学校）
副会長　　嶋宮　弘子　　　（大豊小学校）　　　　太田　三千代　　（北陽小学校）
運営委員　菅原　恵　　　（五城目小学校）　　　　上田　環　　　（五城目小学校）

伊藤　晃　　　　（美里小学校）　　　　都留　賀津人　（男鹿東中学校）
事務局　　中川　努　　　　（天王中学校）

総会 ４/１４（火）中止 運営委員会 ５/２５（月）

夏休み造形教室 ８月　中止

県児童生徒美術展地区審査（話題作の選出）　 １２／１１（金）

教科等研究会 １１/１１（水）

⑴研究主題　　よろこび・わくわく新たな発見　～キラリ感じてつなげる，広げる～

②県児童生徒美術展地区審査
◆会場　潟上市立天王中学校
◆時間　１５：３０～１６：４０
◆所感　一度中止にした地区審査を，再度立ち上げるのに予定外の労力を要したが，各学校も先
生達も事情は十分に承知してくれて，苦情なども一切無く，協力が得られてよかった。本来，
地区審査は「子ども絵の見方研修」の場でもあるが，新型コロナウイルス感染拡大防止のため，
話題作の審査を会長，副会長，運営委員，事務局のみで行ったので，造形部員全員の研修と
はならず残念であった。

⑵活動の概要
①教科等研究会
◆会場　男鹿市立美里小学校
◆時間　１４：０５～１６：３０
◆内容　模擬授業と実技研修
◆講師　伊藤　晃　先生（美里小）
◆助言　小玉　智　校長先生（美里小）
◆所感　伊藤先生と参加者による題材名「三原
色を用いたスプレー画に取り組もう」の模擬授業
を行い，赤，青，黄のスプレーを使って模様を作り，
それを生かして自由に発想する題材に取り組んだ。
参加者は，スプレーする力加減や角度などを試行
錯誤したり，互いの作品を見合ったりして，本題
材の可能性を探りながら研修を深めることができ
た。


